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梅で

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
八
期
中
間
報
告
会
が
二
月
六
日

水
）
職
員
会
館
三
〇
一
号
で
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
「
交
通
分
科
会
」
「
地
象
分
科
会
」
の
二

科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
及
び
総
会
に

け
て
の
方
針
が
報
告
さ
れ
た
。 

加
藤
哲
男
副
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
中
村

志
氏
の
司
会
の
下
、
各
発
表
時
間
十
分
、
質
疑
五

の
時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
が
発
表
を
行
っ

。
報
告
後
に
は
、
宮
本
好
昭
氏
の
総
評
が
行
わ
れ
、

れ
ぞ
れ
の
発
表
が
さ
ら
に
今
後
発
展
す
る
だ
ろ
う

思
わ
れ
た
。 

ま
た
、
今
回
の
中
間
報
告
会
で
は
、
酒
井
俊
雄
幹

長
よ
り
会
費
未
納
額
の
対
応
に
つ
い
て
対
策
案
が

さ
れ
、
問
題
解
決
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
が
検

さ
れ
た
。 

報
告
会
終
了
後
、
別
室
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、

田
祐
一
氏
の
司
会
の
下
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。 

【
交
通
分
科
会
】 

 

発
表 

李 
 

泰
榮

講
評 

橋
本 

栄
治

「
み
な
と
ま
ち
の
地
域
資
産
と
し
て
の
価
値
」 

  

全
国
に
存
在
す

み
な
と｣

に
は
、
潮
の
香
り
、

歴
史
的
施
設
や

風
景
と
い
っ
た
魅
力
が
多
数

存
在
し
て
お
り
、
地
域
住
民
も
生
活
の
多
様
化
に

伴
い
、
従
来
の
物
流
、
生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割

に
加
え
、
地
域

が
集
う
場
、
さ
ら
に
は
観

光
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
み

な
と
ま
ち
の
資

な
視
点
か
ら
再
評
価
す

る
必
要
が
あ
る
。

【「

  

島大一がが及生て型っ速民

る｢

港
湾

の
人
々

源
を
様
々

 

科
会
で

し
て

法
を

地
調   

 

そ
こ
で
交
通
分

は
、
北
前
船
の
寄
港
地

を
中
心
に
現
地
調
査
を
行
い
つ
つ
、
最
終
的
に
は
、

み
な
と
ま
ち
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
分
析
を
通
し

て
地
域
資
産
と

の
価
値
を
探
り
、
検
討
を
行

う
。 キ

ー
ワ
ー
ド
分
析
に
お
い
て
は
、
ブ
レ
ー
ン
ラ

テ
ィ
ン
グ
手

用
い
て
分
科
会
の
メ
ン
バ
ー

中
心
に
み
な
と
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
収
集
を
行

、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か

握
す
る
た
め
五
段
階
評
価
を
行
う
。
ま
た
、
み

と
ま
ち
の
現

査
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
三

と
河
野
の
報
告
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調

報
告
も
楽
し
み
で
あ
る
。 

第２８期中間報告会 

三国龍翔館 

第第第
二二二
十十十
八八八
期期期
中中中
間間間
報報報
告告告
会会会
開開開
催催催  
検る 
   
イをい把な国査

  
 

 
 
 

  
  

  
地
象
分
科
会
】 

 

発
表 

小
林 

孝
彰 

講
評 

前
川 

政
人   

福
井
県
に
お
け
る
緊
急
地
震
速
報
の
適
用
性
」 

昨
年
北
陸
地
方
で
は
、
三
月
二
五
日
の
能
登
半

、
七
月
一
六
日
の
新
潟
中
越
沖
を
震
源
と
す
る

規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
昨
年
末
の
十
二
月
二

日
に
は
池
田
町
を
震
源
と
す
る
震
度
四
の
地
震

発
生
す
る
な
ど
、
地
震
に
対
す
る
県
民
の
関
心

高
ま
っ
て
い
る
。 

そ
こ
で
地
象
分
科
会
で
は
、
福
井
県
に
影
響
を

ぼ
す
地
震
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
地
震
が
発

し
た
場
合
の
緊
急
地
震
速
報
の
適
用
性
に
つ
い

検
討
を
行
う
。 

こ
れ
ま
で
の
調
査
よ
り
、
福
井
県
で
は
内
陸

・
海
溝
型
の
地
震
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
解

て
い
る
。
今
期
の
活
動
と
し
て
は
、
緊
急
地
震

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
行
政
・
企
業
及
び
住

が
的
確
な
防
災
活
動
を
行
え
る
た
め
の
方
策
の

討
を
行
う
。 

発
表
後
、
前
川
政
人
氏
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

講
評
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 発表を行う李氏 



  

【
 

■

面
の
対
策
（
今
年
六
月
ま
で
）

当

 

・
会
費
の
催
促
を
す
る 

・
会
費
滞
納
原
因
の
聞
き
取
り 

・
継
続
の
意
向
調
査 

 

的
な
対
策 

の
総
会
に
規
約
改
正
案
も

、
対
策
を
提
案
す
る
。 

定
期
間
以
上
会
費
を
支
払
わ

い
場
合
の
自
動
的
退
会
の

討 金
し
や
す
く
す
る 

年
度
、
総
会
で
累
計
未
納
学

報
告 

財
）
地
域
環
境
研
究
所
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

き
続
き
会
費
未
納
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。
ま
た
、

度
の
談
話
会
の
内
容
に
つ
い
て
も
話
を
詰
め
る
予
定

あ
る
。

だ
さ
い
。 
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【
編
集
後
記
】 

 
 

今
回
か
ら
広
報
支
援
と
し
て
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
小
野
で
す
。
広
報
と
し
て
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ス
へ
の
意
見
・
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
広
報
担

メ
ー
ル
に
て
ご
一
報
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

当
へ

 
 

正会員・会友数 正会員・会友数 正会員正会員 会友 会友 合計合計

未納なし 75 7 82 
1万 2千円以下 7 17 24 
２万７千円以下 16 18 34 
３万 9千円以下 13 7 20 
５万１千円以下 5 6 11 

未

納

額 
内

訳 
5万 1千円超過 13 2 15 

  
 

費Ｆ当

 
 

 

て納たる

  

もと放題て

Ｒ
Ｅ
Ｆ
に
お
け
る
会
費
未

今
回
の
中
間
報
告
会
で
は
、

未
納
額
の
対
応
に
つ
い
て
対

に
お
い
て
は
、
会
費
の
未
納

額
と
な
っ
て
い
る
。 

の特
に
、
未
納
額
が
長
期
に
わ

を
徴
収
す
る
の
は
難
し
く
、

し
て
い
る
の
か
把
握
で
き
て

、
会
費
の
徴
収
不
足
に
よ
り

状
況
と
な
り
、
放
置
で
き
な

こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
、
会

と
よ
り
、
毎
年
の
チ
ェ
ッ
ク

、
研
究
会
を
や
め
た
い
意
思

置
し
て
い
る
な
ど
も
あ
る
と

解
決
の
た
め
、
当
面
の
対
策

検
討
を
行
う
。 
■
抜
本

 

今
年

含
め

 

・
一な検

・
入

・
毎を
 納

額
の
対
応
に
つ
い
て
】 

酒
井
俊
雄
幹
事
長
よ
り
会

策
案
が
出
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｅ

者
が
多
く
、
未
納
額
も
相

た
っ
て
い
る
場
合
は
、
全

未
納
者
本
人
も
何
年
分
滞

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま

運
営
資
金
が
切
迫
し
て
い

い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

員
本
人
の
自
覚
の
問
題
は

、
催
促
が
十
分
で
な
い
こ

を
持
ち
つ
つ
、
そ
の
ま
ま

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問

、
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い

【

  

に域中
定を

 

た針決三Ｒこ

 
 
 

（引今で

第
二
十
八
期 

幹
事
会
開
催
】 

第
二
十
八
期
、
第
三
回
幹
事
会
が
一
月
二
十
三
日
（
水
）

、
第
四
回
幹
事
会
が
二
月
二
十
日
（
水
）
に
（
財
）
地

環
境
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。
第
三
回
に
お
い
て
は

間
報
告
会
に
お
け
る
司
会
・
発
表
・
講
評
担
当
者
の
決

、
会
場
設
営
準
備
な
ど
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
議
論

交
わ
し
た
後
に
、
会
員
の
異
動
報
告
を
行
っ
た
。 

第
四
回
の
幹
事
会
に
お
い
て
は
、
中
間
発
表
で
得
ら
れ

意
見
を
踏
ま
え
、
各
分
科
会
に
お
け
る
今
後
の
活
動
方

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
後
、
会
費
未
納
問
題
の
解

の
た
め
対
策
案
の
詳
細
を
詰
め
て
い
っ
た
。 

ま
た
同
時
に
、
次
回
の
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
送
付
時
期
を

月
上
旬
に
す
る
こ
と
や
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で

Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
さ
せ
、
毎
回
更
新
さ
せ
て
い
く

と
が
決
定
し
た
。 

第
五
回
幹
事
会
は
三
月
十
一
日
（
火
）
十
九
時
か
ら

【

  

■

 

■

 

T

 
M

第２８期中間報告会 
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
会
費 会 

員 
 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

会 

友 
 

： 

３
，
０
０
０
円 

学
生
会
員 

： 

３
，
０
０
０
円  

会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

郵
貯
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３

２
０

９
６ 

 

‐

３

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
開
催
時
に
受
付
に
て
。

も
し
く
は
下
記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く


